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式
典
は
、
11
時
か
ら
行
わ
れ
、
堀
内

市
長
が
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
の
新
た

な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
来
賓
の
方
か
ら
も
温
か
い
励
ま
し
の

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
の
『
誓
い
の
こ

と
ば
』
は
、
井
出 

遥
介
さ
ん
が
行
い

ま
し
た
。
井
出
さ
ん
は
令
和
と
な
っ

て
初
め
て
の
成
人
式
で
あ
る
こ
と
や
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
に
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
へ
の
喜
び

を
語
る
と
と
も
に
、
「
地
球
環
境
の
悪

化
や
自
然
災
害
の
発
生
な
ど
の
問
題

か
ら
目
を
背
け
ず
、
こ
と
の
本
質
を

見
極
め
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
世
代

の
た
め
に
何
が
必
要
か
を
正
し
く
考

え
、
積
極
的
に
行
動
し
、
責
任
を
持

て
る
人
間
に
な
っ
て
い
き
た
い
。
」
と

成
人
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

■『誓いのことば』　井出 遥介さん

■『お礼のことば』　相澤 ゆつきさん

第
66
回
都
留
市
成
人
式

　

１
月
12
日
（
日
）、
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、『
第
66
回
都

留
市
成
人
式
』を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
新
し
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
は
、
平
成
11
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
該
当
者
は
６
０
３
人
と

な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
男
性
１
３
３
人
、
女
性
１
５
５
人
の
計
２
８
８
人
が
出
席
し
、

美
し
い
振
袖
や
凛
々
し
い
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
な
ど
を
身
に
ま
と
い
、
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
談
笑
す
る
姿
が
会
場
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
お
礼
の
こ
と
ば
』を
、
相
澤 

ゆ
つ
き
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。
相
澤
さ

ん
は
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
友
人
や

家
族
へ
の
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

後
、
昨
年
現
役
を
引
退
し
た
イ
チ
ロ
ー

元
選
手
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
中

に
興
奮
と
笑
顔
を
届
け
た
ラ
グ
ビ
ー
日

本
代
表
を
例
に
「
日
々
の
小
さ
な
積
み

重
ね
を
大
切
に
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
き
、
自
身
の
持
つ
力
を
最
大
限
発
揮

し
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
」と

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
、
第
２
部
と
し

て
、
各
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
い
た

だ
い
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
よ
る
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
る
と
、
新

成
人
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
当
時
を

懐
か
し
ん
で
い
る
よ
う
す
で
し
た
。

　

成
人
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
ご
家
族
の
皆

さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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受
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

【
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

消
防
協
力
者
及
び
協
力
団
体 

感
謝
状

　

儀
秀
稲
荷
社　

儀
秀
講

甲
種
功
労
章　

　

佐
藤　

勇　

平
井
浩
次　

田
辺
利
幸

乙
種
功
労
章　

伊
藤
友
騎　

相
川
聡
志

　

羽
田　

龍　

小
林
明
彦　

田
辺
健
太

　

平
井
正
道　

程
原　

誠　

直
井
俊
祐

　

小
林
啓
悟　

渡
辺　

澄　

三
枝
豊
昭

　

白
井
克
幸　

小
林
清
貴　

安
田
浩
士

　

平
井
昌
吾　

中
村
健
作　

清
水
智
央

　

田
辺
直
大　

藤
本
和
哉　

日
向
大
介

　

日
向
卓
也　

杉
本
哲
司

【
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
】

　

板
垣
公
広　

尾
畠
正
紀　

小
俣
剛
之

　

山
田
和
文　

臼
井
秀
行　

若
林
英
行

　

弓
指
真
一

【 

大
月
警
察
署
長
・
山
梨
県
防
犯
協
会　
　

大
月
支
部
長
感
謝
状
】

　

尾
畠
正
紀　

板
垣
公
広　

小
俣
剛
之

　

山
田
和
文　

臼
井
秀
行　

若
林
英
行

　

宮
澤
博
文　

舟
久
保
守　

弓
指
真
一

　

渡
辺　

澄　

平
井
聡
明　

森　

匡
史

　

日
向
卓
也

【
山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰
】

　

臼
井
秀
行　

矢
島
久
光　

田
邉
健
太

　

梅
﨑
靖
志　

井
上　

葵　

秋
山
英
一
郎

　

藤
本
文
明　

志
村
侑
亮　

新
津
一
哉

　

平
井
正
道　

程
原　

誠　

志
村
憲
一

　

遠
山
浩
二　

佐
藤
計
仁　

安
富
章
人

　

奈
良
和
弥　

吉
澤
隆
行　

平
井
聡
明

　

上
條
徳
大　

髙
部
和
伸　

森　

匡
史

　

小
俣　

統

【
都
留
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
彰
】

　

ユ
ニ
テ
ッ
ク（
株
）、
テ
ク
ノ
ハ
ウ
ス（
株
）、

　

（
株
）Ｏ
Ｍ
Ｔ
、
都
留
信
用
組
合
、

　

Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組
合
、

　

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
株
）、

　

 

エ
ヌ
ジ
ー
ケ
イ
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス

（
株
）山
梨
工
場

【
市
長
表
彰
】　

吉
澤
隆
行　

相
川
聡
志

　

森
嶋
将
太　

羽
田　

龍　

小
林
明
彦

　

田
邉
健
太　

山
本
隆
治　

秋
山
英
一
郎

　

梅
﨑
靖
志　

深
沢
慎
二　

藤
本
文
明

　

志
村
侑
亮　

志
村
敏
邦　

平
井
正
道

　

程
原　

誠　

直
井
俊
祐　

小
林
啓
悟

　

渡
辺　

澄　

志
村
憲
一　

遠
山
浩
二

　

佐
藤
計
仁　

安
富
章
人　

三
枝
豊
昭

　

白
井
克
幸　

小
林
清
貴　

安
田
浩
士

　

平
井
聡
明　

平
井
昌
吾　

中
村
健
作

　

清
水
智
央　

髙
部
和
伸　

伊
藤
友
騎

　

田
辺
直
大　

藤
本
和
哉　

森　

匡
史

　

日
向
大
介　

小
俣　

統　

日
向
卓
也

【
団
長
表
彰
】　

山
本
隆
治　

名
取
盛
光

　

小
松
大
悟　

星
野
裕
哉　

砂
子
田
秀
司

　

近
藤
修
二　

庄
司
亮
介　

村
上　

聡

　

長
田
泰
彦　

小
池
翔
太　

坂
田
智
哉

　

赤
尾　

諭　

山
本
啓
介　

長
田
晶
敬

　

小
林
達
也　

田
中
太
朗　

藤
本
緒
理
人

　

花
田
結
志　

志
村
彰
郁　

菊
地
勇
希

　

佐
藤
和
也　

山
口
智
樹　

白
須　

友

　

水
岸
貴
秀　

三
井
智
裕　

小
林
翔
大

　

高
瀬
翔
太　

近
藤
元
樹　

星
野　

真

　

矢
野
裕
幸　

秋
山
昇
一　

渡
邉
賢
夫

　

園
田
一
平　

大
澤
佑
介　

矢
嶋
勇
規

　

臼
井
陽
佑　

塩
谷
賢
志　

服
部
浩
己

　

根
本
正
和

【
十
年
勤
続
表
彰
】

　

新
津
一
哉　

坂
本
達
也　

森
嶋
健
太

　

井
上
貴
仁　

近
藤　

淳　

佐
藤
圭
一

　

小
林
大
祐　

鬢
櫛
翔
平　

幡
野
桂
二

　

小
林
亮
太　

西
依
重
郎　

鈴
木
英
幸

　

羽
田
新
吾　

天
野
勝
規　

小
林　

聖

　

橋
本
裕
光　

高
尾
健
太　

鈴
木
宏
昭

　

佐
藤
佑
輔　

小
林
直
広　

梅
澤
恒
二

　

伊
藤
友
騎　

日
向
雅
哉　

小
林
俊
也

　

森
嶋
雅
史　

野
武
広
貴　

小
俣
英
樹

　

安
富
順
吾　

杉
本
哲
司

【
十
五
年
勤
続
表
彰
】　

　

安
富
正
樹　

奥
秋
健
一　

奥
秋　

健

　

兜
森
俊
行　

亀
田
宏
幸　

戸
澤
敦
史

　

程
原　

誠　

渡
辺
亮
祐　

曽
根
武
志

　

藤
江
和
一　

高
橋
真
樹　

大
城
規
令

　

上
杉
裕
隆　

山
口
悟
史　

天
野
幸
司

　

堀
内
幸
一　

田
中　

貴　

相
川
敏
男

　

高
橋
哲
也　

熊
坂
元
宏　

志
村
日
出
夫

　

天
野
隆
太　

長
田
哲
也　

矢
野　

聡

　

岩
村
健
治　

髙
部
和
伸　

武
井
和
彦

　

野
武
和
浩　

小
俣
孝
弘

【
二
十
年
勤
続
表
彰
】　

　

花
田　

満　

小
澤　

岳　

小
宮　

圭

　

佐
竹　

勝　

志
村
知
則　

宮
澤
哲
児

　

荻
窪
晴
樹　

小
林　

淳　

矢
野　

秀

　

長
田
裕
史　

小
幡
秀
一　

日
向
良
和

　

朝
田
高
広

【
二
十
五
年
勤
続
表
彰
】　

　

住
谷
健
司　

谷
内
章
夫

【
受
彰
者
代
表
謝
辞
】　

　

谷
村
第
二
分
団 

副
分
団
長 

佐
藤　

勇

新春恒例 都留市消防出初式

1月5日（日）、谷一小校庭で都留市消防出初式を多くのご来賓出席のもと、挙行しました。

当日は消防関係者400名が出席し、消防活動に功績のあった多くの消防団員が表彰され、

受彰者を代表して谷村第二分団の佐藤勇副分団長から謝辞をいただきました。
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対策委員会の動き～心の健康対策委員会～ セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）活
動
報
告

問
合
先

　

地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

Ｅ
メ
ー
ル

　

chiikishinkou@city.tsuru.lg.jp

☎（
43
）１
１
１
１（
内
線
１
７
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）５
０
４
９

　分野別対策委員会の重点課題が決定しましたので、今月号からはこの課題を選定する

までの背景などをお知らせします。

【心の健康対策委員会】の重点課題は…

年齢 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90歳～
自殺による
死亡者割合

（死亡原因順位）

0％
（－）

66.6％
（1位）

60.0％
（1位）

66.6％
（1位）

53.8％
（1位）

47.3％
（1位）

21.4％
（2位）

15.6％
（4位）

6.2％
（4位）

　上記のように、20代から 60代までの外傷による死亡原因の第1位は「自殺」です。若年層から働き盛りの幅広い

年齢層で自殺者や心の病に苦しんでいる人が非常に多いことが分かりました。また、厚生労働省の「地域における

自殺の基礎資料」をみると、本市では、自殺に至るには必ずと言っていいほど、心の病に苦しんでいるという事実

がありました。

　心の健康対策委員会では、これらの現実を受け止め、重点課題の解決に向けた取り組みを企画し活動に移してい

きます。今後も、更なるデータの収集や具体的な活動を積極的に行っていきますので市民の皆さまのご理解・ご協

力をお願いします。

◆客観的視点（データ）から見えてくる問題点は…？

●外傷による死亡　年齢層別自殺死亡者の割合 (2012 ～ 2017年の合計 )　　　　　　　　出典：人口動態統計

◆主観的視点から見えてくる問題点は…？

◎誰もが「心の病気に気付かない」、「心の病気を知らない」

◎心の病気を抱えている人は「相談できない人が多い」、「心の病気に気付かれたくない人が多い」

◎20代（若者）の「自殺が多い」、「心を病む人が多い」

◎40 ～ 60代（働き盛り世代）の「自殺が多い」、「心を病む人が多い」

　これら 4項目が「心の健康対策委員会」で選定した重点課題となりますが、この課題を

導き出すために多くのデータや各委員の思いから、どのような問題点や背景があるの

か、それは本市が重点的に取り組むべき課題なのかなどの協議を重ねてきました。

①心の病気について知っている人を増やす。

②心の病を抱えている人が容易に相談できるようにする。

　また、相談したいと思えるようにする。

③若者の自殺者を減らすため心を病む若者を減らす。

④働き盛りの世代の自殺者を減らすため、心を病む働き盛り世代を減らす。

2020年 2021年
3月 5月 7月 8月 9月 10月 10月 12月 2月
Ｓ
Ｃ
推
進
協
議
会
で
事
前

指
導
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン

事
前
指
導
に
向
け
た

リ
ハ
ー
サ
ル

海
外
か
ら
審
査
員
を
招
き

事
前
指
導

Ｓ
Ｃ
推
進
協
議
会

外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委

員
会

ア
ジ
ア
地
域
Ｓ
Ｃ
会
議

（
韓
国
）

安
全
・
安
心
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｓ
Ｃ
推
進
協
議
会

外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委

員
会

現
地
審
査
リ
ハ
ー
サ
ル
※

Ｓ
Ｃ
ち
ょ
こ
っ
と
豆
知
識

※現地審査　セーフコミュニティの認証を取得するための審査で、海外から審査員を招へいし、

　　　　　　これまでの活動を報告します。本市では 2021年（令和3年）の 5月頃を予定しています。

◆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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親しまれ、

　信頼される医療で地域に貢献します。

市立病院・老健「つる」通信　Vol. ６

入院・外来患者の皆さまを対象にアンケートを実施します！

実施期間　2月17日（月）～ 21日（金）

利用者からの声 対応策

○自動受付機を導入してほしい

○ 朝、順番の椅子に座るとき、前の人の最後がよく

分からず、まごまごする人達が大勢います。もっ

と分かりやすくしてほしい

○ 混雑時は受付窓口を増やして対応してほしい

○自動精算機を導入してほしい

○ スムーズな受付を行うため、受付方法を変更しま

した。以前より受付はスムーズになっていると考

えますが、更なる改善のため、効率的に受付を行

えるよう再来受付導入を含め検討・見直しを行い

ます

○ 要望の多かった自動精算機は４月から本格的な運

用を開始する予定で準備しています

○受付の人は全員マスクを着けている ○ 職員の感染予防のため、マスクを着用しています。

また、患者さんにも感染予防のため出来るだけマ

スクを着用するようお願いしています

○職員の対応の感じが悪い

○声が小さくて、良く聞こえない
○ 職員一同接遇について再度気を付けるよう、接遇研

修の実施などサービスの向上に努めてまいります

皆さまからのご意見

駐車場について

　ご利用の皆さまには、 駐車場が混雑し、 ご不便 ・ ご迷惑をおかけしております。 また、 このような状況か

ら当院をご利用されない方の駐車につきましては、 ご遠慮くださいますようお願いいたします。 なお、 皆さ

まの安全確保を最優先として、 混雑状況により職員が駐車場内を誘導させていただいております。 ご理解

とご協力をお願いいたします。

　当院ではより良い病院を目指して、アンケート調査を毎年実施しています。いただいたご意見は院内で

共有し、改善に努めてまいります。今年は上記期間で実施しますので皆さまのご協力をお願いします。な

お、ご参考までにこれまでのご意見を公表させていただきます。今後も皆さまに親しまれ、よりご満足い

ただける病院を目指し、サービスの向上に取り組んでまいります。

面会制限の実施について

　市立病院及び介護老人保健施設「つる」では、 院内の安全な療養環境を確保するために面会制限のレベ

ルを設定しております。 このレベルは、 インフルエンザや感染性胃腸炎等の流行性ウィルス感染症などの流

行レベルを参考にしながら設定しております。 皆さまにご不便をおかけしますが、 ご理解とご協力をお願い

いたします。 なお、 面会制限レベルのご案内は、 病院ホームページ及び院内入口などに掲示してあります

ので、 ご確認ください。

問合先　感染対策委員会（医事課）　☎（45）1811
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避難行動要支援者名簿への掲載に同意を！
問合先：福祉課　　　

地域福祉担当

　

災
害
発
生
時
の
避
難
の
際
に
、
特
に

支
援
が
必
要
な
方
を
ま
と
め
た
「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し
、
消

防
や
警
察
、
自
主
防
災
会
、
消
防
団
な

ど
の
避
難
支
援
関
係
者
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
方
（
一
人

暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
な
ど
）
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
へ
の
掲
載
に
同
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の

掲
載
の
同
意
に
つ
い
て

新
た
に
対
象
と
な
る
方

　

新
た
に
名
簿
掲
載
の
対
象
者
と
な
ら

れ
た
方
に
は
、
２
月
上
旬
に
「
制
度
の

案
内
」
と
名
簿
へ
の
記
載
情
報
を
避
難

支
援
関
係
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
「
同
意
確

認
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
期
日
ま
で
に
返
信
し

て
く
だ
さ
い
。

通
知
が
来
な
か
っ
た
方
や

こ
れ
ま
で
同
意
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方

　

上
記
担
当
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
「
同
意
確
認
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、「
同
意
確
認
書
」は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

医療費通知の発送時期が変更となります
　問合先：市民課　　　

保険年金担当
　

医
療
費
通
知
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
治

療
な
ど
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
確
認
し
、

健
康
管
理
な
ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
通

知
の
発
送
時
期
が
左
記
の
と
お
り
、
変

更
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
方

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

　

年
３
回
、
医
療
費
通
知
を
発
行
し
て

い
ま
す
が
、
３
月
に
発
送
し
て
い
た
分

（
主
に
９
～
12
月
の
診
療
分
）
の
発
送
時

期
が
、
２
月
末
頃
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
以
降
の
発
送
時
期
に
つ
き

ま
し
て
は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

診療月 発送時期 診療月 発送時期

1・2月 5月 7・8月 11月

3・4月 7月 9・10月 翌年1月

5・6月 9月 11・12月 翌年2月

※年6回、医療費通知を発行しており、提供時期と内容が変更となりま

す。医療費通知の再発行はできませんので、大切に保管してください。

令和２年５月以降の医療費通知発送時期

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
学

習
支
援
や
集
団
適
応
支
援
な
ど
を
行

う
、
適
応
指
導
教
室
指
導
員
を
募
集
し

ま
す
。

任
用
条
件　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の

欠
格
条
項
に
該
当
せ
ず
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
の
服
務

規
律
を
厳
守
で
き
る
方
の
う
ち
、
左
記

の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

小
学
校　

小
学
校
教
諭
免
許
状
（
３
月

31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
を
含
む
）

中
学
校　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語（
英
語
）、
美
術
の
中
学
校
教
諭

免
許
状
（
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
を
含
む
）

募
集
人
員　

若
干
名　

そ
の
他　

勤
務
条
件
や
申
込
方
法
な
ど

の
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
募
集
要
項
は
２
月
３
日

（
月
）か
ら
学
校
教
育
課
に
て
配
付
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し

ま
す
。

適応指導教室指導員を募集します
申込・問合先：市教育委員会

学校教育課　

令和２年１月以降の医療費通知発送時期

診療月 発送時期 診療月 発送時期

Ｒ1．8～ 10月 1月 Ｒ1．11・12月 2月
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第22回都留市男女共同参画推進フェスティバル開催！
　問合先：地域環境課　

地域振興担当

み
ん
な
で
築
こ
う

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

～
地
域
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
座
談
会
～

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
、
平
成
13
年
度
よ
り
「
男
女
共

同
参
画
推
進
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な

が
り
と
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

学
生
や
子
育
て
世
代
、
本
市
へ
移
住
し

て
き
た
方
な
ど
、
多
様
な
目
線
か
ら
都

留
市
が
抱
え
る
地
域
課
題
や
こ
れ
か
ら

の
地
域
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

第
22
回
都
留
市
男
女
共
同
参
画
推
進

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日　

時　

２
月
29
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

○
鈴
木 

健
大 

都
留
文
科
大
学
准
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト

○
都
留
文
科
大
学
学
生

○
開
地
地
区
連
合
自
治
会
長

○
ゆ
い
ま
～
る
都
留
居
住
者

○
い
ー
ば
し
ょ
「
集
寺
」代
表

※
無
料
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２

月
26
日
（
水
）
ま
で
に
ぴ
ゅ
あ
富
士
（
☎

（
45
）
１
６
６
６
）
ま
で
お
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

避難所運営リーダー養成講座受講生募集！
　申込・問合先：総務課危機管理担当

☎（46）0111　　  　  
　

市
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

の
運
営
を
「
自
助
・
共
助
」
の
精
神
に
基

づ
き
、
市
と
市
民
の
皆
さ
ん
で
協
力
体

制
を
と
り
な
が
ら
の
運
営
を
目
指
し
て

お
り
、
各
避
難
所
に
５
名
以
上
の
「
避

難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
と
は
？

　

受
講
修
了
者
を
「
都
留
市
避
難
所
運

営
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、
平
常

時
か
ら
の
避
難
所
運
営
訓
練
や
災
害
発

生
時
の
避
難
所
運
営
に
参
加
、
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
１
４
７
名
が
「
都

留
市
避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

日　

時　

３
月
８
日（
日
）13
時
～
17
時

場　

所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

対　

象　

受
講
後
、
市
指
定
避
難
所
や

地
域
の
一
時
避
難
所
で
の
運
営
に
継
続

し
て
参
加
い
た
だ
け
る
方

講
座
内
容

①
講
義（
避
難
所
運
営
の
事
例
と
解
説
）

②
救
急
救
命
講
習（
心
肺
蘇
生
法
な
ど
）

③
避
難
所
運
営
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

受
講
料　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

ふるさと納税返礼品としても好評！「つるの水物語『熊太郎の大好物』」
　問合先：上下水道課　

水道管理担当
　

市
で
は
、「
十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水

群
」
に
あ
る
熊
太
郎
水
源
（
上
水
第
一

水
源
）
か
ら
湧
き
出
た
水
を
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
「
つ
る
の
水
物
語
『
熊
太

郎
の
大
好
物
』」と
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
大
変

人
気
を
集
め
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環

境
が
育
ん
だ
名
水
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群
と
は

　

富
士
山
の
山
肌
に
注
い
だ
雨
や
雪

は
、
玄
武
岩
で
で
き
た
溶
岩
層
を
通
じ

て
濾
過
さ
れ
ま
す
。
霊
峰
富
士
の
頂
か

ら
約
30
㎞
。
長
い
年
月
を
か
け
て
運
ば

れ
て
き
た「
清
廉
な
水
」が
十
日
市
場
と

夏
狩
地
域
に
湧
き
出
て
お
り
、
平
成
の

名
水
百
選
に
も
選
定
さ
れ
た
水
は
、
都

留
市
に
住
む
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い

ま
す
。

注
文
・
問
合
先　

上
下
水
道
課
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所得税・住民税の申告期間は、2/17（月）～ 3/16（月）です！
問合先：税務課

大月税務署　☎（22）3151

確定申告をしなければならない方

● 給与または公的年金の収入がある方で、その他に 20万
円を超える所得がある方

●給与収入が 2,000万円を超える方
●公的年金の収入の合計が 400万円を超える方
●事業所得、不動産所得、農業所得のある方
● 年末調整に各種控除を追加することで、源泉されてい
た所得税の還付を受ける方　　　　　　　　　　など

※大月税務署、または市役所で申告してください。
※ 市役所では簡易な確定申告のみお受けします。青色申
告、土地や株の売却による所得の申告、消費税の申告、
平成30年以前の申告、住宅借入金等特別控除を新たに
受ける場合などは、原則、お受けできません。

※ 作成済みの確定申告書を税務署にお届けすることはで
きます。

確定申告をしなくてもよい方

● 給与の収入が 2,000万円以下の方で、その他の所得が
20万円以下の方（勤務先が１か所で年末調整済みの方
に限ります。）

● 公的年金の収入の合計が 400万円以下の方で、その他
の所得が 20万円以下の方（国外の年金を受給されてい
る方は申告の必要があります。）

●他の方の申告や年末調整で被扶養者になられている方

令和元年中に所得があった方や年末調整後に各種控除を追加する方は、期限内に申告をしてください。

その他

令和元年中に収入がなかった方や遺族・障害年金などの
非課税所得のみの方も、健康保険料の算定や住民税非課
税証明書の基礎資料となりますので、住民税の申告をし
てください。なお、その場合は電話でも申告をお受けし
ます。

確定申告をしなくてよい方も住民税の申告が必要です。
ただし、次の方は住民税の申告も不要です。

● 勤務先が 1か所のみの方（年末調整済み）で、その他に
収入がない場合や医療費控除などを追加しない場合

● 公的年金の収入のみの方（年末調整済み）で、その他に
収入がない場合や医療費控除などを追加しない場合

など
※ 昨年、住民税の申告をされた方には市役所から申告案
内をお送りします。

持ち物

◎印鑑（朱肉を使用するもの）
◎令和元年中の収支を証明するもの
　・給与や公的年金の源泉徴収票
　・報酬などの支払調書
　・事業・不動産・農業所得の収支内訳書
　・ 雑所得、一時所得、配当所得、譲渡所得などの所得

を算出するための書類
◎控除の適用を証明するもの
　・社会保険料（国民年金）控除証明書
　・生命保険・個人年金・地震保険などの控除証明書
　・「医療費控除の明細書」や医療費通知書
　・ 障害者控除の適用を受ける方は障害者手帳、療育手

帳または障害者控除対象者認定証
　・勤労学生控除の適用を受ける方は学生証
　・寄附金控除の適用を受ける方は、寄附金の受領証
　・ 住宅ローン控除の適用を受ける方は、その必要書類

（給与所得者は２年目以降、年末調整で控除を適用
できます。）

◎マイナンバーカード、または通知カード（写しも可）
◎ 所得税の還付を受ける方は、本人名義の口座がわかる
もの（通帳など）

※申告会場でご相談される場合は、前年の申告書の控え
もあわせてご持参ください。

寄
付
金
控
除　

　

国
や
地
方
公
共
団
体
、
特
定
公
益
増
進
法
人
な
ど

に
対
し
て
、
寄
付
を
し
た
場
合
、
寄
付
金
の
受
領
証

等
を
添
付
し
て
申
告
を
行
う
こ
と
で
所
得
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
寄
付
金
は
住

民
税
の
税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附
金
（
ふ
る

さ
と
納
税
）

② 

住
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日
本
赤
十
字

社
支
部
に
対
す
る
寄
付
金

③ 

都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
条
例
で
指
定
し
た
団
体

に
対
す
る
寄
付
金

※
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
で
、【「
寄
附
金
税
額
控

除
に
係
る
特
例
申
請
書
」（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請

書
）を
提
出
し
、
特
例
に
該
当
す
る
場
合
】は
申
告
不

要
で
す
。

※
医
療
費
控
除
の
追
加
な
ど
の
た
め
に
申
告
を
す
る

場
合
は
、
特
例
申
請
書
が
無
効
と
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
控
除
の
内
容
を

含
め
て
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除

　

年
間
10
万
円
以
上
、
ま
た
は
所
得
金
額
の
５
％

以
上
の
医
療
費
の
支
払
い
が
あ
る
方
は
、
事
前
に

医
療
を
受
け
た
方
ご
と
、
医
療
機
関
ご
と
に
医
療

内
容
を
集
計
し
た
、
『
医
療
費
控
除
の
明
細
書
』
を

作
成
し
て
医
療
費
通
知
な
ど
と
一
緒
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
交
通
費
は
、
バ
ス
・
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
た
際
の
支
払
金
額
が
対
象
で
す
。
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※ 期間中は休日を除き、9時～ 12時及び 13時～ 16時の間、市役所１階ロビーで申告を受け付けます。対象の地区指定日にご都合

のつかない方はご利用ください。午前中の受け付けは、いずれの日程も 11時30分までとなります。

地区 対象地区・自治会 期日 申告会場及び
相談時間

全地区 市内全域（指定日に申告できない方） 2月17日（月）
市役所1階ロビー

9時～ 12時、13時～ 16時

宝 宝地区 18日（火）
宝地域コミュニティセンター
9時30分～ 12時、13時～ 16時

盛里 盛里地区 19日（水）
盛里地域コミュニティセンター
9時30分～ 12時、13時～ 16時

禾生

田野倉・大原・田野倉団地 20日（木）

禾生地域コミュニティセンター
9時30分～ 12時、13時～ 16時

四日市場 ･月見ケ丘・富士見台・井倉・井倉団地
九鬼・九鬼団地・サンタウン井倉 21日（金）

古川渡 ･小形山・川茂 25日（火）

東桂

十日市場 ･蒼竜峡団地 ･上夏狩 ･下夏狩 　　26日（水）

東桂地域コミュニティセンター
9時30分～ 12時、13時～ 16時

桂町 ･境 　　27日（木）

鹿留（宮下 ･沖 ･古渡） 　　28日（金）

谷村・三吉 下谷１～４丁目・下谷（羽根子を除く）・三吉地区 　3月2日（月）
いきいきプラザ都留

9時30分～ 12時、13時～ 16時

谷村・開地 川棚・旭ヶ丘・開地地区 　　　3日（火）

市役所1階ロビー
9時～ 12時、13時～ 16時

谷村

田原１～４丁目・上谷 4日（水）

上谷１～６丁目 5日（木）

中央１～４丁目・つる１～２丁目 6日（金）

つる３～５丁目・羽根子 9日（月）

全地区 市内全域（指定日に申告をしていない方）
　　 10日（火）

～　　
　　16日（月）

■市役所の申告受付（簡易な確定申告及び住民税の申告）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
の
納
税
は
…

　

申
告
に
よ
り
納
付
す
べ
き
所
得
税
は
、

３
月
16
日
（
月
）（
＝
申
告
期
限
）
ま
で
に
所

定
の
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
、
ま
た
は
税
務
署
窓
口
で
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
納
付
書
は
、
税
務
署
及
び
金
融
機
関
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

振
替
納
税
の
活
用
を
！

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
個
人
事

業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
に

は
、
振
替
納
税
が
大
変
便
利
で
確
実
で
す
。

　

振
替
納
税
を
希
望
す
る
場
合
、
申
告
期
限

ま
で
に
税
務
署
へ
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼

書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

納
税
を
う
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
振

替
日
に
ご
指
定
い
た
だ
い
た
預
貯
金
口
座

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
り
自
動
的
に
納

付
が
で
き
ま
す
。

◎ 

金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
ま
で
現
金
を

持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全
で
す
。

◎ 

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
継
続
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
転
居
な
ど
に
よ
り
所

轄
の
税
務
署
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
は

新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

振
替
日

◎
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
　

４
月
21
日（
火
）

◎
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　

４
月
23
日（
木
）

※
振
替
日
に
ご
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
納

税
額
を
引
き
落
と
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
預

金
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■大月税務署の申告受付（確定申告のみ）

期間 会場及び相談時間

2月17日（月）～ 3月16日（月）※休日は除く 大月税務署3階　
8時30分～ 16時※申告書の提出は 17時まで
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よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ひ
び
き
の
会
の
読
み
聞
か
せ

　

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。

日　

時　

２
月
８
日（
土
）14
時
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

こ
ぶ
た
の
会
の「
ワ
ク
ワ
ク
」お
は
な
し
会

　

ひ
な
ま
つ
り
の
お
は
な
し　

写
真
撮
影

日　

時　

２
月
22
日（
土
）10
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル

「
ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
」

２
月
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
次
回
の
お
知
ら
せ
》

べ
ビ
マ
マ「
あ
り
が
と
う
パ
ー
テ
ィ
！
」

日　

時　

３
月
９
日（
月
）10
時
～
12
時

（
受
付　

９
時
20
分
～
９
時
50
分
）

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

参
加
費　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
４
０
０
円

定　

員　

40
組
位
※
未
就
園
児
と
そ
の
家
族

※
受
付
中
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
。

共
通
申
込
・
問
合
先

ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
事
務
局 

小
林

　

☎
０
９
０（
７
８
１
５
）８
１
８
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研

都
留
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

『
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
』

　

山
梨
県
社
会
教
育
番
組「
子
育
て
日
記
」企

画
運
営
委
員
で
、
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
山

梨
落
語
研
究
会
で
墨
亭
河
童
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
る
川
邉
修
作
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し

ま
す
。

日　

時　

２
月
21
日（
金
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

全
会
員
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る

市
民
の
方
、
子
育
て
中
の
保
護
者
な
ど

定　

員　

40
名

に
こ
研
♡
遊
ぼ
う
会

　

お
ま
ま
ご
と
、
す
べ
り
台
な
ど
な
ど
、
楽

し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
の
お
部
屋
で
す
♡
お

子
さ
ん
の
ペ
ー
ス
で
自
由
に
遊
ば
せ
な
が

ら
、
マ
マ
も
子
ど
も
た
ち
も
、
一
緒
に
交

流
し
ま
し
ょ
う
！
10
時
30
分
か
ら
は
『
お
楽

し
み
タ
イ
ム
♪
』
手
あ
そ
び
？
ダ
ン
ス
タ
イ

ム
？
何
を
す
る
か
は
お
楽
し
み
に
。

　

食
事
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

お
昼
を
持
参
し
、
イ
ベ
ン
ト
後
も
親
子
で
遊

ん
だ
り
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
♪

日　

時　

２
月
12
日（
水
）
10
時
～
11
時

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

未
就
園
児
親
子

※
予
約
不
要
・
参
加
費
無
料  

☆
お
や
こ
♥
感
謝
祭
☆

　

未
就
園
児
の
親
子
集
ま
れ
～
!!
春
か
ら
新

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
入
園
し
な
い
お
友
達

も
い
ま
す
。
み
ん
な
こ
の
一
年
よ
く
頑
張
り

ま
し
た
。
節
目
を
み
ん
な
で
噛
み
締
め
ま

し
ょ
う
。
思
い
出
親
子
制
作
あ
そ
び
・
ピ
タ

ゴ
ラ
遊
び
・
写
真
ス
ポ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
プ
ー

ル
・
ト
ン
ネ
ル
遊
び
・
つ
み
き
・
記
念
品
贈

呈
・
に
こ
研
ジ
ャ
ン
ケ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
と
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
♪
な
ど

日　

時　

３
月
17
日（
火
）10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
て
の
来
場
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費　

３
０
０
円

定　

員　

30
組

申
込
・
問
合
先　

詳
細
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は『
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研　

都
留
市
』
で
検
索
し
て

み
て
く
だ
さ
い
☆

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯

で
読
み
取
り
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
＠
に
登
録
い
た

だ
き
ま
す
と
、
に
こ

研
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
外
で
遊
ぶ
親
子
の
会

「
は
ね
こ
っ
こ
」

　

ど
ん
な
天
気
の
日
で
も
、
各
地
か
ら
き
た

親
子
が
集
ま
り
外
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
自
然

の
中
で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
、

語
り
合
え
る
仲
間
が
欲
し
い
方
、
妊
婦
さ
ん
、

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！

活
動
日　

毎
週
木
曜
日
９
時
40
分
～
12
時
頃

場　

所　

羽
根
子
地
区

問
合
先　

梅
崎
奈
津
子

　

☎
０
７
０（
５
３
６
４
）５
８
３
５　

乳
幼
児
読
書
支
援

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

生
後
７
か
月
児
と
保
護
者
対
象
。
赤
ち
ゃ

ん
の
図
書
館
デ
ビ
ュ
ー
ご
案
内

日　

時　

２
月
７
日（
金
）13
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
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図書館だより

今 月 の 新 着

児童図書

　全108冊

一般図書

　全170冊

○印が休館日です。

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

２月の開館ご案内

開館時間

　９時30分～ 17時15分

　※火・水・木は２階のみ

　19時まで開館します。

問合先

　都留市立図書館

　☎（43）1324

今月のおススメ
Recommendation

『ぼくはイエローでホワイ

トで、ちょっとブルー』

　「ぼく」が通い始めたのは、

世界の縮図のような元・底辺

中学校。人種も貧富もごちゃ

まぜのここでは、毎日が事件

の連続で…。思春期真っただ

中の息子と、母親である著者

が、一緒に悩みながら様々な

困難を乗り越えていく。

『発達障害

 思春期からのライフスキル』

　本書は発達障害が疑われた

り、障害と診断された人を対

象に、対人関係がうまくいか

ず、生きずらさを感じている

若者に、社会生活を改善する

ために必要な「知識とトレー

ニング」を紹介している。

『ママは 100めんそう』

　ぼくのママはとっても美人

で、どうぶつに似ている！？

怒った時はライオンだけど、

ごきげんなときはネコみた

い。ママは色んな顔を持って

いるみたい。子育てに奮闘す

るお母さんへ贈る絵本。

『写真アルバム 郡内の昭和』

　昭和の幕開けから戦中戦後

のまちむらの足跡を地域の人

びとから提供された写真でた

どる。懐かしいだけではすま

されない郷土の歴史。都留が

「学園のまち」として紹介され

たコラム (p.111) を収録。

平岩 幹男 著
岩波書店

パク スヨン 文
ジョン ウンスク 絵
光村教育図書

ブレイディ みかこ 著
新潮社

奈良 泰史 監修
樹林舎

■ ｢読書の記録」通帳サービスをはじめました

借りた本の書名や利用日などを館内の“ＡＴＭ”で「通帳」に記

帳できます。詳細は広報１月号をご覧ください。

■ひなまつりイベント

（こぶたの会のワクワクおはなし会）

日　時　２月22日（土）10時30分～　

場　所　おはなしコーナー（３階）にて

ひなまつりのおはなしと写真撮影

今
月
の
新
着
図
書
案
内

■
児
童
図
書

小
学
生
に
も
と
れ
る
！
資
格
・
検
定
カ
タ
ロ
グ

日
本
の
ご
は
ん

そ
こ
が
知
り
た
い
！
発
明
と
特
許

ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
で
作
る
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し

木
が
あ
つ
ま
れ
ば
、
な
ん
に
な
る
？

ね
こ
と
王
さ
ま

レ
デ
ィ
オ
ワ
ン

な
ん
だ
ろ
う
な
ん
だ
ろ
う

も
し
地
球
に
植
物
が
な
か
っ
た
ら
？

う
る
さ
く
、
し
ず
か
に
、
ひ
そ
ひ
そ
と

ほ
か

■
一
般
図
書

成
人
・
卒
業　

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
あ
な
た
に

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」推
薦
図
書

何
の
た
め
の「
教
養
」か　
　
　
　
　

筑
摩
書
房

線
は
、
僕
を
描
く　
　
　
　
　
　
　
　

講
談
社

「
空
気
」を
読
ん
で
も
従
わ
な
い　
　

岩
波
書
店

ビ
ッ
グ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン〈
人
類
の
難
問
〉に
答
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

南
極
で
は
た
ら
く　
　
　
　
　
　
　
　

平
凡
社

ふ
る
さ
と
っ
て
呼
ん
で
も
い
い
で
す
か　

大
月
書
店

ど
ん
底
か
ら
の
甲
子
園　
　
　
　
　

辰
巳
出
版

空
は
逃
げ
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
館

脱
・
呪
縛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
論
社

ほ
か

Culture
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イベントインフォメーション

「都の杜うぐいすホール」にて開催される、さまざまな催しの
情報をお届けします。ぜひ、豊かな緑と静寂の中で、くつろ
ぎのひとときを…

開館時間　９時～ 17時
　　　　　（入館は 16時30分まで）
観  覧  料　一　　　般  300円（210円）
　　　　　高 ・ 大学生  200円（140円）
　　　　　小 ・ 中学生  100円（70円）
※（ ）内は、 20名以上の団体料金です。
休  館  日　月曜日、 祝日の翌日
問  合  先　ミュージアム都留
　　　　　☎45-8008

　全国初ともいえる「名駒展」が全国の著名収集家、研究者の

協力により実現！羽生善治九段が渡辺明三冠から竜王を奪還

し、永世7冠が決定した第30期竜王戦第5局に使用された歴

史的な駒をはじめ、将軍家などの御用を務めた幻の「清安」か

ら昭和の 5名工まで、江戸時代から昭和までの名立たる巨匠

たちによる名駒、そして現代に活躍する駒師（富士駒の会所

属作家）までがミュージアム都留で一堂に集まります！

凛たる美駒

将棋の駒
将棋の道具にみる美術工芸の世界

【２月の休館日】 4・18・25日は休館します。　【市内プレイガイド】 都の杜うぐいすホール☎ (43)1515、都留市まちづくり交流センター（旧

文化会館）☎ (43)1321、セブンイレブン都留文大通り店☎ (45)1774、ファミリーマートかぶとや都留店☎ (45)1855

【会員予約・割引】友の会会員優先予約チケット、料金割引はうぐいすホールのみでの取り扱いとなります。

【各公演の問合せ・チケット予約】都の杜うぐいすホール（一般財団法人都留楽友協会）　【ホームページ】http://uguisuhall.jp

2/11（火 ・ 祝）うぐいす寄席 春風亭昇太 独演会 3/8（日）わくわく！０才からの音楽会

公演迫る！チケット好評販売中！
　笑う門には福来たる！人気番組の司会者のほか、幅広
いジャンルで大活躍中の春風亭昇太。大爆笑で客席を席
巻する昇太師匠の落語をお楽しみあれ！

■13時30開演■大ホール
■全席指定　3,500円／会
員3,200円※当日はそれぞ
れ 300円 UP ※未就学児の
入場はご遠慮ください。

童謡歌手・しゅほおねえさんと歌おう！
　童謡歌手・うたのおねえさんとして全国で活動する「つ
ちやしゅほ」さんが、趣向を凝らして開催するコンサー
トです。乳幼児期に子供が好む歌の数々や絵本の歌い聴
かせなど、お子さまと一緒にご参加いただき、親子で気
軽に楽しんでいただけます。

■10時30分開演（10時開場。公演
時間：約1時間）■小ホール■全
席自由　大人500円※子ども（ 15
才以下）は入場無料。■出演　つ
ちやしゅほ（うた）／いしつかさち
こ（ピアノ）／さいとうあやの（た
いこ）■プログラム  チューリッ
プ、ぶんぶんぶん、アイスクリー
ムのうた、とんでったバナナ、こ
れっくらいのお弁当箱（手遊びう
た）、絵本「はらぺこあおむし」　
ほか

期間　２月１日（土）～３月１５日（日）
　　　【共催　富士駒の会　　後援　日本将棋連盟】

Culture

「将棋の駒」彫刻体験教室

　
富士駒の会による将棋の駒の彫刻体験教室。プロ駒師指導

の下、本物の材料と道具で「歩」などを実際に彫ります。

講　師　大澤富月氏、遠藤寉峯氏、富士駒の会所属作家

日　時　2月15日 ( 土 )、3月14日 ( 土 )　13時30分～

定　員　各回20名　材料費　1,000円 (2点 )

現代駒の名工

大澤 富月 氏
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広報「つる」広告募集！

あなたのお店の広告を広報つるに載せてみませんか？

広報「つる」は、都留市内の各家庭に配布されています

（10,500部発行）ので、多くの方の目に触れます！

問合先：総務課　法制広報担当

連載・青少年健全育成シリーズ　第343回

  『明日できることを今日するな？？？』

毎月第１日曜日は「家庭の日」

毎月第３日曜日は「青少年を育む日」です。

青少年育成都留市民会議編集委員

広告料金

掲載月は、①1・2月②3・4月③5・6月④7・8月

⑤9・10月⑥11・12月の６パターンとなります。

掲載状況は、下記をご参考としてください。

また、詳細につきましては、ぜひお問い合せください。

掲載場所 印刷色 金額 /枠 備考

裏面 カラー 20,950 2カ月掲載

内面 2色刷り 10,470 2カ月掲載

　

本
な
ど
を
読
ん
で
い
る
と
、
時
々
「
お

や
？
」と
思
う
言
葉
に
出
会
う
。
「
そ
ん
な
馬

鹿
な
！
」
と
思
う
の
だ
が
、
よ
く
考
え
て
み

る
と
、「
な
る
ほ
ど
、
深
～
い
言
葉
だ
。
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。

　

そ
の
中
か
ら
、
私
の
生
き
方
を
変
え
た
言

葉
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

①【
明
日
で
き
る
事
を
今
日
す
る
な
。】

　

初
め
て
見
た
時
、「
な
ん
て
ふ
ざ
け
た
言

葉
な
ん
だ
。
」と
思
っ
た
。
で
も
違
っ
た
。
こ

れ
は
、
自
分
を
高
め
る
至
言
だ
っ
た
。
「
明

日
で
き
る
事
を
今
日
し
な
い
で
、
時
間
を
作

り
出
し
、
読
書
や
趣
味
に
使
い
自
分
を
高
め

る
」
こ
と
を
狙
っ
た
言
葉
だ
っ
た
。
毎
日
続

け
る
と
、
自
分
の
成
長
に
大
き
く
差
が
つ
く

こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
後
は
、
こ
の
言
葉

を
実
行
し
て
、
自
分
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

②【
鳴
か
ぬ
な
ら
、
そ
れ
も
ま
た
よ
し
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
。】

　

最
初
は
、
他
人
を
甘
や
か
す
言
葉
か
と
思

っ
た
。
で
も
違
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
分
の
見

方
に
再
チ
ェ
ッ
ク
を
求
め
る
言
葉
だ
っ
た
。

こ
の
言
葉
に
は
、
前
提
と
し
て
「
鳴
か
な
い

ホ
ト
ト
ギ
ス
は
駄
目
だ
。
」と
い
う
決
め
つ
け

が
あ
る
。
で
も
、
こ
の
決
め
つ
け
は
、
本
当

に
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
？
「
鳴
か
な
い
ホ
ト

ト
ギ
ス
が
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
」と

問
い
か
け
る
大
切
さ
を
気
づ
か
せ
て
く
れ

た
。
間
違
っ
た
思
い
込
み
や
決
め
つ
け
は
と

て
も
危
険
で
あ
る
こ
と
を
私
に
教
え
て
く
れ

た
言
葉
で
あ
っ
た
。

③【
腹
が
立
つ
の
は
、
自
分
の
考
え
方（
～
す

べ
き
）に
原
因
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。】

そ
ん
な
馬
鹿
な
。
「
相
手
が
失
礼
な
場
合
、

腹
が
立
つ
の
は
当
然
で
、
何
で
自
分
に
原
因

が
あ
る
の
か
。
」と
思
っ
た
。
で
も
、
違
っ
た
。

こ
れ
は
、
自
分
の
深
層
心
理
を
知
る
言
葉
で

あ
っ
た
。
「
相
手
は
自
分
に
礼
を
尽
く
す
べ

き
で
、
失
礼
な
事
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
う
思
い
あ
が
り
が
起
こ
す
怒
り
だ
と
気

づ
い
た
。
そ
の
後
は
、
腹
が
立
っ
た
ら
「
そ

ん
な
に
自
分
は
偉
い
の
か
」
と
自
分
に
言
っ

て
み
る
と
、
案
外
怒
り
が
収
ま
る
事
も
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
た
。
穏
や
か
に
生
活
す
る
の

に
、
と
て
も
大
切
な
言
葉
で
あ
っ
た
。

④【
子
供
は
親
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
、
生
き

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。】

　

こ
れ
は
、
子
育
て
の
本
質
を
突
く
言
葉
だ

っ
た
。
子
供
は
、
親
の
思
い
と
は
違
う
方
向

を
選
び
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
都
度
、「
こ
の

方
が
良
い
と
思
う
」
的
な
助
言
を
し
た
り
、

挙
句
の
果
て
は
、「
何
で
わ
が
子
は
～
」と
が

っ
か
り
し
た
り
す
る
。
こ
ん
な
時
、
こ
の
言

葉
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
み
た
。
「
本
人

が
納
得
し
、
喜
ん
で
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
が

一
番
だ
」
と
思
う
自
分
が
い
た
。
我
が
子
の

選
択
を
、
心
か
ら
応
援
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
れ
た
言
葉
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
自
分
を
変
え

る
深
い
言
葉
と
の
出
会
い
を
求
め
て
、
本
な

ど
を
読
ん
で
い
き
た
い
。

青少年の声かけあいさつ運動の推進

『大人も子どももすすんであいさつをしよう』
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今
月
号
で
は
、
12
月
に
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
３
つ
の
市
民
活
動
団
体
合
同
で
開

催
さ
れ
た「
み
ん
な
で
つ
く
る
音
楽
会
」に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

◆
全
員
主
役
の

　
　

「
み
ん
な
で
つ
く
る
音
楽
会
」

　

市
内
で
活
動
す
る
市
民
活
動
団
体
の
「
い
こ

い
の
ひ
ろ
ば
」、「
Ａ
to
Ｚ
ア
カ
ペ
ラ
の
会
」、

「
つ
る
ブ
ラ
ス
ぷ
ら
す
」
の
３
団
体
に
よ
る
「
み

ん
な
で
つ
く
る
音
楽
会
」
が
、
12
月
15
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
み
ん
な
で
つ
く
る
」が
コ
ン
セ
プ
ト
の
音
楽

会
は
、
参
加
者
が
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

◆
い
こ
い
の
ひ
ろ
ば

　

「
障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、
地
域
に
住

む
人
た
ち
全
員
が
楽
し
く
充
実
し
て
過
ご
せ
る

地
域
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
、
平
成
22
年
10

▽都留市まちづくり
　市民活動支援
　センター
　都留市中央3-8-1
　都留市まちづくり
　交流センター
▽開館
　火～日（祝日除）
　8:30～ 17:15
▽問合先
　 mail:shien@city.
tsuru.yamanashi.jp

☎（43）1321
ＦＡＸ（43）1322

参加型の音楽会に、みんな大はしゃぎ。

たくさんの笑顔が溢れていました。

月
に
ス
タ
ー
ト
。
運
営
に
は
社
会
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
都
留
文
科
大
学
の
障
が
い
交
流
サ
ー

ク
ル「
い
こ
い
」も
携
わ
り
、
昨
年
か
ら
は
都
留

興
譲
館
高
校
の
生
徒
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
月
１
回
の
企
画
開
催
で
、
な
ん

で
も
あ
り
！
「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
い
。
」

と
思
っ
た
人
が
、
手
を
挙
げ
企
画
を
出
し
、
い

ろ
ん
な
立
場
の
人
と
意
見
交
換
（
た
だ
の
交

流
？
）
し
な
が
ら
、
実
現
い
た
し
ま
す
。
活
動

の
様
子
は
、Facebook

ペ
ー
ジ
「
い
こ
い
の
ひ

ろ
ば
」で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

F
a
c
e
b
o
o
k

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
a
c
e
b
o
o
k
.
c
o
m
/

い
こ
い
の
ひ
ろ
ば-341736606675469/

◆
Ａ
to
Ｚ
ア
カ
ペ
ラ
の
会

　

人
と
声
を
重
ね
る
心
地
よ
さ
、
互
い
に
「
聴

き
合
う
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
楽
し
く
歌
っ
て

い
ま
す
。
楽
譜
が
読
め
な
い
人
の
た
め
に
は
音

源
を
作
り
、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
れ
ば
み
ん
な

で
見
守
る
。
歌
の
指
導
者
も
い
ま
せ
ん
。
そ
の

日
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

自
然
に
で
き
る
こ
と
で
工
夫
し
、
支
え
合
い
、

創
造
の
時
間
を
楽
し
む
。
一
緒
に
歌
い
、
対
話

し
、
ま
た
歌
う
…
と
て
も
賑
や
か
な
空
間
で
す
。

　

地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
音
楽
会
へ
も
歌

を
届
け
に
行
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
to
Ｚ
で
は
「
ア

カ
ペ
ラ
の
会
」
の
ほ
か
「
こ
ぎ
ん
刺
し
の
会
」
な

ど
、
週
１
回
10
時
～
15
時
、
主
宰
者
の
自
宅
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り
だ
け

で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

メ
ー
ル　

yanoazmie@gmail.com

Facebook

・Instagram　

Ａ
to
Ｚ

◆
つ
る
ブ
ラ
ス
ぷ
ら
す

　

週
末
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル
「
つ
る
ブ
ラ
ス
ぷ
ら

す
」
は
、
久
し
ぶ
り
に
楽
器
を
演
奏
し
た
い
！

や
っ
た
こ
と
が
な
い
け
ど
、
楽
器
を
吹
い
て
み

た
い
！
音
楽
を
通
じ
て
仲
間
を
増
や
し
た
い
！

と
い
う
方
な
ら
誰
で
も
大
歓
迎
な
吹
奏
楽
サ
ー

ク
ル
で
す
。

　

や
り
た
い
と
き
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
気
楽

な
雰
囲
気
と
、
楽
器
や
音
楽
を
き
っ
か
け
に
自

分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
、
中
学
生
か

ら
70
代
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
第
2
・
4
土
曜

日（
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）に

活
動
し
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ワ
イ
活
動
し
て
い
る

様
子
を
、
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

メ
ー
ル　

tsuru.brassplus@gmail.com

地
域
の
お
知
ら
せ

◆
谷
村
地
域

夢
実
現
ひ
ろ
ば
実
行
委
員
会

「
健
康
体
操
と
歌
」

　

～
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
操
！
～

日　

時　

２
月
27
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

体
を
動
か
し
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
２
１
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健康

づくり　
Ｖｏｌ

.33 健康づくりのために
「健康ポイント手帳」を活用しよう！

「最近おなかの脂肪が気になる方」「中性脂肪が高いと言われている方」！

忙しいことを言い訳に見逃していませんか？

「健康づくりポイント」事業は健康づくりに取り組むことで、ポイントが貯

まり、貯めたポイントを「わくわくカード」に還元、または市内施設などで

使える「商品券」に交換できるお得なシステムです。

健康づくりのきっかけとなり習慣化するために、ご活用ください。

次回のテーマは『フレイル』です

健康づくりの取り組んでいる方々の感想

○記録を付けることで意識して運動をするきっかけになりました。(40代女性 )

○目標をあげることで意識して取り組むことができました。（60代男性）

○貯まった健康ポイントをお店の食品と交換できるので毎年頑張っています。（70代女性）

○主人と一緒に取り組んだので楽しくできました。（40代女性）

健康ポイント手帳の取得方法

○20 ～ 64歳の市民の方（学生を除く）

　健康子育て課で申請書と

　アンケートを記入してください。

○65歳以上の市民の方

　 長寿介護課で申し込みをし、身体の状態を確認する

チェックリストに回答してください。

⇒いずれも必要事項を記入いただければ即日発行します。

※ 手帳は年度ごとの更新となります。新しい手帳をお求め

の方は 4月以降に担当課にお申し出ください。

健康ポイント手帳の取得方法・健康ポイントの獲得方法

　貯めた健康ポイントはつるポイント店会で使える「わくわくカード」に還元するか、飲食店組合に加入している飲

食店や健康ジム、道の駅つる、芭蕉月待の湯で使える「商品券」と交換ができます。健康ポイントの移行は常時、い

きいきプラザ都留にて受け付けています。

　また、2月中旬に各地域を巡回しますので、お近くの会場にお越しください。また、「いーばしょ」やサロンなど

で地域の方が集まる機会がある場合は出張もできますので、ご相談ください。

貯めた健康ポイントの移行方法

健康ポイントの獲得方法

巡回日 時　　間 場　　所 持ち物

2月12日（水）

13時30分～ 15時

東桂地域コミュニティセンター
○健康ポイント手帳

○健診結果表（職場などで受けた方）

○新わくわくカード（お持ちの方）

13日（木） 宝地域コミュニティセンター

14日（金） 禾生地域コミュニティセンター

18日（火） 盛里地域コミュニティセンター

19日（水） まちづくり交流センター

◆ポイント交換市内巡回日など

※新わくわくカードへ移行されていない方は、旧わくわくカードを一緒にお持ちください。

※新わくわくカードをお持ちでない方は、ポイント移行時に発行できますので、お申し出ください。

各申込・問合先

20歳以上64歳以下の方　 健康子育て課 健康推進室　☎（46）5113

65歳以上の方　　　　   長寿介護課 地域包括支援センター　☎（46）5114

日々の食事や運動を中心とした生活

習慣の改善への取り組みや、特定健

診やがん検診の受診、市が行う健康

講座やイベントなどへ参加すること

で、健康ポイント手帳に、ポイント

を貯めていきます。

⇒ 自己申告制なので、自分のペースに合わせて

　ポイントを貯めながら、健康づくりが可能です。
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もっと。
ずっと。

元気問合先　長寿介護課

　　　　地域包括支援センター

　　　　☎（46）5114

「
い
ー
ば
し
ょ
」

禾
生
地
区
「
さ
な
え
会
」

日　

時　

２
月
４
、
18
、
25
日
（
火
） 

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

保
寿
院
内
「
以
為
芭
笑
」

参
加
費　

１
カ
月
３
０
０
円

問
合
先　

長
田

　

☎
０
８
０
（
１
０
５
１
）
８
３
３
８

開
地
地
区
「
集
寺
（
つ
ど
っ
て
ら
ー
）
」

日　

時　

２
月
７
、
14
、
21
、
28
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

真
福
寺
客
殿

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

問
合
先　

真
福
寺　

亀
澤

　

☎
（
43
）
３
４
２
４

※
市
内
に
は
他
に
も
20
か
所
の
「
い
ー

ば
し
ょ
」
が
あ
り
ま
す
。
近
く
の
「
い
ー

ば
し
ょ
」
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

認
知
症
カ
フ
ェ

　

本
人
と
家
族
が
く
つ
ろ
い
だ
り
、
情

報
交
換
を
す
る
場
所
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
お
お
ば
ら

日　

時　

２
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

み
ん
な
の
家
つ
る
東

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

み
ん
な
の
家
つ
る
東

　

☎
（
56
）
８
２
０
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
つ
る

日　

時　

２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

場　

所　

 

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
46
）
５
１
１
７

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
ご
注
意
を
！

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
温
度
変
化
に

よ
っ
て
血
圧
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と

で
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
る
と

失
神
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
心

臓
や
血
管
の
疾
患
を
生
じ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
冬
場
の
冷
え
込
ん
だ
ト
イ
レ
や

洗
面
室
、
浴
室
な
ど
の
極
端
な
温
度
差

が
あ
る
場
所
で
の
入
浴
、
排
せ
つ
動

作
は
大
き
く
血
圧
が
変
動
す
る
の
で
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　

家
族
み
ん
な
で
意
識
し
な
が
ら
、
寒

い
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

《
浴
室
で
の
注
意
点
》 

○ 

脱
衣
所
や
浴
室
に
暖
房
器
具
を
設
置

し
、
入
浴
前
に
暖
か
く
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○ 

入
浴
す
る
際
は
、
い
き
な
り
浴
槽
に

は
入
ら
ず
、
心
臓
か
ら
遠
い
手
足
か

ら
か
け
湯
を
し
、
お
湯
の
温
度
に
体

を
十
分
慣
ら
し
て
か
ら
入
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○ 

お
湯
は
38
～
40
℃
の
ぬ
る
め
に
設
定

し
て
、
長
湯
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
る
と
血
圧

が
急
激
に
下
が
り
、
立
ち
眩
み
を
起

こ
し
ま
す
。
転
倒
す
る
リ
ス
ク
も
高

ま
る
の
で
、
手
す
り
を
設
置
す
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。

《
ト
イ
レ
で
の
注
意
点
》

○ 

夜
間
、
寒
い
廊
下
を
通
る
と
心
臓
に

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
寝
室
は
ト
イ

レ
に
近
い
部
屋
を
設
定
し
ま
し
ょ

う
。

○ 

ト
イ
レ
内
に
も
暖
房
器
具
を
置
き
ま

し
ょ
う
。
人
感
セ
ン
サ
ー
付
き
の
温

風
機
な
ど
が
便
利
で
す
。

○ 

排
便
時
に
い
き
み
過
ぎ
る
と
心
臓
へ

の
負
担
が
高
ま
り
、
排
便
後
は
急
激

に
血
圧
が
低
下
し
ま
す
。
普
段
か
ら

の
便
秘
対
策
も
重
要
で
す
。

生
活
実
態
な
ど
の
調
査
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
第
８
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
方
の

生
活
実
態
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
２
月
初
旬
に
調

査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
す
る
調
査

① 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査

②
在
宅
介
護
実
態
調
査

調
査
対
象

① 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
や

要
支
援
認
定
（
要
支
援
1
・
2
）
を
受

け
て
い
る
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
１
、
３
０
０
人

② 

在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
要
介
護
（
要

支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
中
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
７
０
０
人

問
合
先　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
担
当

　

☎
（
46
）
５
１
１
８
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高
齢
者
の
介
護
予
防

～
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
調
査
結
果
～
〈
４
〉

　

高
齢
期
で
は
家
族
構
成
の
違
い
は
健
康

状
態
に
関
係
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
月
号
で
は
、
平
成
31
年
１
月
に

行
っ
た
生
活
状
況
調
査
（
市
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
対
象
）
の
デ
ー
タ
を
用
い
、
高
齢
者

の
方
の
家
族
構
成
と
健
康
状
態
と
の
関
係

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　

家
族
構
成
（
一
人
暮
ら
し
、
家
族
と
同

居
）
と
日
常
生
活
状
況
や
心
身
機
能
な
ど

の
健
康
状
態
（
運
動
器
、
栄
養
、
口
腔
、

閉
じ
こ
も
り
、
認
知
、
抑
う
つ
）
の
各
項

目
を「
向
上
・
維
持
」と「
低
下
」に
分
け
て

み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
男
性
と
女
性
で

以
下
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

家族構成＼認知機能 向上
維持 低下

一人暮らし 73.7％ 26.3％

家族と同居 65.7％ 34.3％

▼家族構成ごとの認知機能 ◆
男
性
の
特
徴

理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

① 

認
知
機
能
の
低
下
が
起
こ
る
と
日
常
生

活
が
過
ご
せ
な
く
な
る
と
い
う
危
機
感

か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
気
を
配
っ

て
い
る
。

② 

一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
方
は
家
族
と
同

居
し
て
い
る
方
よ
り
も
年
齢
が
若
い
。

③ 

家
族
と
同
居
し
て
い
る
方
は
、
高
齢
の

方
の
割
合
が
多
い
た
め
に
、
加
齢
に
伴

う
認
知
機
能
の
低
下
が
生
じ
て
い
る
方

が
多
い
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に
家
族
と

同
居
さ
れ
て
い
る
。

◆
女
性
の
特
徴

理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

① 

同
居
の
家
族
が
い
る
こ
と
で
、
精
神
的

に
安
定
し
た
日
常
生
活
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
孤
独
感
や
不
安

感
と
い
っ
た
精
神
的
な
問
題
が
少
な
い

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

② 

一
人
暮
ら
し
の
方
の
場
合
は
、
一
人
で

い
る
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
、
孤
独

感
や
不
安
と
い
っ
た
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
が
強
く
な
る
。

③ 

一
人
暮
ら
し
の
方
の
場
合
、
自
身
の
心

の
状
態
の
変
化
に
自
分
自
身
で
気
づ
く

こ
と
は
難
し
く
、
認
識
が
遅
れ
る
場
合

が
あ
る
。

○ 男性は認知機能にのみ家族構成との関

係が見られ、一人暮らしの方は家族と

同居の方に比べて、認知機能が良好な

方の割合が多くなっています。

▼家族構成ごとの抑うつ状態

家族構成＼抑うつ状態 ない ある

一人暮らし 65.2％ 34.8％

家族と同居 70.3％ 29.7％

○女性は精神的な抑うつ状態に家族構成

との関係が見られました。家族と同居し

ている方が、一人暮らしの方よりも抑う

つ状態の割合が少なくなっています。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
自
立
し
た
生
活
を

し
て
い
る
方
が
対
象
で
あ
る
た
め
、
今
す

ぐ
に
生
活
上
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
高
齢
者
の
健
康
状

態
は
若
い
人
に
比
べ
て
比
較
的
短
期
的
に

低
下
し
ま
す
の
で
、
本
人
や
身
近
な
方
が

早
期
に
生
活
上
の
変
化
に
気
づ
き
、
日
常

生
活
の
中
で
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

調
査
結
果
を
も
と
に
、
認
知
機
能
低
下

の
予
防
や
住
民
と
交
流
す
る
場
と
し
て

の
「
い
ー
ば
し
ょ
」
を
市
で
は
進
め
て
い
ま

す
。「
い
ー
ば
し
ょ
」
へ
の
参
加
や
運
営
を

支
援
す
る
人
材
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
身
近
な
「
い
ー
ば

し
ょ
」に
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供　

北
畠 

義
典　

准
教
授

　
　
　
　
　

（
埼
玉
県
立
大
学
）

「いーばしょ」に積極的に参加して、

健康づくりに努めましょう！
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お知らせ

月

＆ 募集

Information

２
お
知
ら
せ

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

冬
は
献
血
者
が
減
少
し
が
ち
で
す
。

成
人
式
を
迎
え
た
「
は
た
ち
」
の
若
者
を

中
心
に
、
皆
さ
ま
の
献
血
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
甲
府
の
献
血
ル
ー
ム
や

献
血
バ
ス
で
献
血
が
で
き
ま
す
。
身
近

な
命
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

献
血
バ
ス　

山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
献
血
バ
ス
の
運

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
で
き
ま
す
。

献
血
ル
ー
ム

　

場
所　

甲
府
市
丸
の
内
１
―
16
―
20

問
合
先　

健
康
子
育
て
課

小
中
学
校
給
食
会
調
理
員
募
集

　

都
留
市
小
中
学
校
給
食
会
で
は
、
調

理
員（
臨
時
職
員
）を
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容　

学
校
給
食
の
調
理
及
び
洗

浄
業
務
な
ど

応
募
要
件　

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
市
内
及
び
近
隣
に
居
住
し
、

体
力
に
自
信
の
あ
る
方

募
集
人
員　

若
干
名

給　

与　

賃
金
日
額　

６
、２
０
０
円

調
理
師
免
許
所
持
者　

月
５
、０
０
０
円

セ
ン
タ
ー
手
当　
　
　

月
３
、０
０
０
円

勤
務
時
間　

平
日
８
時
15
分
～
16
時

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
月
に
３
日
程
度

の
早
朝
出
勤
あ
り
。

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

※
郵
送
、
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

　

都
留
市
小
中
学
校
給
食
会

　

〒
４
０
２
―
０
０
３
５

　

夏
狩
５
５
９
―
11

　

☎（
43
）１
１
６
５

特
定
創
業
支
援
事
業「
個
別
講
習
」

　

市
商
工
会
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

市
内
で
創
業
を
目
指
す
方
を
応
援
し
ま
す
。

特
定
創
業
支
援
事
業
の
概
要

　

特
定
創
業
支
援
事
業
と
は
経
営
、
財
務

な
ど
の
知
識
が
身
に
付
く
創
業
支
援
事
業

の
こ
と
で
す
。
商
工
会
が
実
施
す
る
個

別
講
習
は
特
定
創
業
支
援
事
業
に
認
定

さ
れ
て
お
り
、「
経
営
」「
財
務
」「
人
材
育

成
」「
販
路
開
拓
」
の
４
分
野
の
知
識
を
、

専
門
家
や
経
営
指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　

創
業
し
た
い
方
、
ま
た
は
創

業
間
も
な
い
方（
学
生
も
可
）

受
講
料　

５
、５
０
０
円（
税
込
）

特
定
創
業
支
援
事
業
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト

① 

株
式
会
社
を
設
立
す
る
際
の
登
記
に

か
か
る
登
録
免
許
税
が
軽
減

② 

無
担
保
、
第
三
者
保
証
人
な
し
の
創

業
関
連
保
証
の
枠
が
拡
充

③ 

創
業
関
連
保
証
の
特
例
が
事
業
開
始

６
カ
月
前
か
ら
利
用
可
能

④ 

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
新
創
業
融
資

制
度
の
要
件
が
緩
和

問
合
先　

都
留
市
商
工
会　

　

☎（
43
）１
５
７
０

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
、

購
入
期
限
迫
る
！

　

お
手
元
に
引
換
券
の
あ
る
方
で
、
ま

だ
購
入
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

購
入
期
限　

２
月
29
日（
土
）

購
入
時
に
必
要
な
も
の　

購
入
引
換
券
、

現
金
（
１
冊
あ
た
り
４
、０
０
０
円
）、
運

転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

販
売
場
所
及
び
販
売
時
間

○
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

９
時
～
20
時

※
詳
細
は
購
入
引
換
券
の
裏
面
に
記
載 

○
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留（
福
祉
課
）

○
市
役
所（
市
民
課
）

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
合
先　

福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

　

☎（
46
）５
１
１
１

歩
行
者
の
事
故
を
防
ご
う

３
Ｈ
推
進
中

①
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

②
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

③
反
射
材
の
使
用

　

歩
行
者
は
暗
く
な
っ
て
か
ら
外
出
す

る
と
き
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
慣
れ
た
道
で

も
無
理
な
横
断
は
や
め
、
安
全
確
認
を

し
て
か
ら
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
夕
暮
れ
時
は
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
道
路
交

通
法
上
は
「
ハ
イ
ビ
ー
ム
が
原
則
」
で
す
。

前
照
灯
を
こ
ま
め
に
切
り
替
え
て
良
好

な
視
界
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
付
近
で
は
常
に
周
囲
に

気
を
配
り
、
歩
行
者
が
い
る
と
き
は
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

令
和
元
年
の
市
内
交
通
事
故
発
生
状
況

発
生
件
数　

56
件（
前
年
比
28
件
減
）

死 

者 

数　

１
名（　

〃　

1
名
減
）

負
傷
者
数　

74
名（　

〃　

21
名
減
）

問
合
先

大
月
警
察
署
☎（
22
）０
１
１
０

地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

電
話
詐
欺
に
注
意
を
！

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
狙
わ
れ
て
い
る

　

電
話
詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
役
所
や
銀
行

の
職
員
、
警
察
官
を
名
乗
り
、「
還
付
金

が
あ
る
」
な
ど
と
電
話
を
か
け
て
き
ま

す
。
電
話
の
相
手
が
こ
れ
ら
の
職
業
を

語
っ
て
も
、『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡

さ
な
い
、
暗
証
番
号
を
教
え
な
い
』
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
引
出
限
度
額

　

詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
、
県
内
金
融

機
関
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
１
日

あ
た
り
の
引
出
限
度
額
を
順
次
、
引
き

下
げ
ま
す
。

対
象
口
座　

一
定
期
間
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
引
出
し
の
取

り
扱
い
が
な
い
70
歳
以
上
の
方
の
口
座　

実
施
金
融
機
関　

山
梨
中
央
銀
行
、
都

留
信
用
組
合
、
山
梨
県
民
信
用
組
合
、

山
梨
信
用
金
庫
、
甲
府
信
用
金
庫

問
合
先　

大
月
警
察
署 

生
活
安
全
課

　

☎（
22
）０
１
１
０

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
受
付
・

相
談
窓
口

　

優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
方
に
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
方
（
代
理
可
）
は
県
相
談
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　

昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平

成
８
年
９
月
25
日
ま
で
の
間
に
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
手
術
な
ど
を
受

け
た
方
で
、
現
在
生
存
さ
れ
て
い
る
方

① 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
い
た
優
生
手

術
を
受
け
た
方
（
母
体
保
護
の
み
を
理

由
と
し
た
手
術
は
除
く
。）

② 
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
や
放
射
線

お
茶
壷
道
中
採
茶
使
募
集

　

本
市
で
は
、「
お
茶
壷
道
中
行
列
」
の

再
現
を
毎
年
つ
る
産
業
ま
つ
り
の
中
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
茶
壷
道
中
行
列
は
、
江
戸
時

代
、
将
軍
家
御
用
の
お
茶
を
宇
治
か
ら

江
戸
ま
で
運
ぶ
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
者

た
ち
で
、
こ
の
道
中
の
最
高
責
任
者
が

採
茶
使
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
採
茶
使

に
な
ら
れ
た
方
に
は
「
お
茶
壷
道
中
ツ

ア
ー
」
の
団
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
10

月
の
「
お
茶
壷
道
中
行
列
」
に
出
演
し
、

主
役
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数　

１
名（
市
内
在
住
の
方
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
締
切
日　

３
月
16
日（
月
）

問
合
先　

お
茶
壷
道
中
実
行
委
員
会
事

務
局　

磯　

☎（
43
）３
４
１
８

の
照
射
を
受
け
た
方
（
優
生
思
想
に
基

づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な

場
合
を
除
く
。）

請
求
手
続　

左
記
問
合
先
に
請
求
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
書
な
ど
の

様
式
は
、
厚
生
労
働
省
や
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
時
金
の
金
額　

３
２
０
万
円（
一
律
）

問
合
先（
相
談
窓
口
）

山
梨
県
子
育
て
政
策
課
内

　

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
３
６
０
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自衛官募集案内

問合先　自衛隊山梨地方協力本部　☎055（253）1591甲府市丸の内一丁目1番18号甲府合同庁舎

　　　　大月地域事務所 　　　　 ☎（22）1298　　大月市御太刀二丁目8－10号大月合同庁舎

20代からの若い隊員も活躍しています！転職や就職を決め、新たな一歩を踏み出そう！

陸上自衛官※2任期勤務の場合

4年間の給与などの総額　 約1,211万円

特例退職手当　　　　　　約199万円

合計　　　　　　　　　　約1,410万円

海空自衛官※2任期勤務の場合、（　）内は艦艇勤務

5年間の給与などの総額　 約1,562（1,817）万円

特例退職手当　　　　　　約199（235）万円

合計　　　　　　　　　　約1,803（2,052）万円

給与の一例

募集種目 募集人員
※参考2018年度 資格 受付期間

（締切日必着） 試験期日 合格発表 待遇・その他

自
衛
官
候
補
生

男子
　陸 約5,100名
　海 約1,300名
　空 約1,800名

18歳以上 (高校
卒業見込み含む）
33歳未満の者

（32歳の者は、採
用予定月の１日
から起算して３
月に達する日の
翌月の末日現在、
33歳に達してい
ない者）

年間を通じ
て行ってい
ます。

受付時にお
知らせしま
す。

※直近の試験日は

２月15日（土）、

３月７日（土）です。

合格発表日は
試験日にお知
らせします。

所要の教育を経て、3カ
月後に 2等陸・海・空士
に任用
陸上（技術系を除く）は 1
年9カ月、陸上（技術系）・
海上・航空は 2年9カ月
を 1任期として任用（以降
2年を 1任期）

女子
　陸 約1,100名
　海 約370名
　空 約230名

裁
判
所
採
用
説
明
会
・
見
学
会

日　

時　

３
月
３
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場　

所　

甲
府
地
方
家
庭
裁
判
所

対　

象　

高
校
生
以
上
30
歳
未
満
の
方

※
定
員
30
名
、
先
着
順
、
参
加
無
料

申
込
方
法　

２
月
10
日
（
月
）
～
21
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
や
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

甲
府
地
方
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

　

☎
０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５（
２
２
７
）１
６
０
６

　

メ
ー
ル dc.kou.jinji@

w
m.courts.jp

つ
る
山
友
会
会
員
募
集

　

つ
る
山
友
会
で
は
新
規
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
絶
景
を
楽

し
み
に
、
一
緒
に
山
登
り
し
ま
せ
ん
か
。

シ
ル
バ
ー
就
業
者
募
集

　

概
ね
60
歳
以
上
で
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
源
物
分
別
、
廃
棄
物
仕
分
作
業

就
業
場
所

ま
る
た
の
森
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

就
業
時
間　

平
日
８
時
30
分
～
16
時

植
木
剪
定
、
草
刈
、
草
取
り
、
清
掃
な
ど

就
業
場
所　

市
内
各
地

就
業
時
間　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

※
各
募
集
人
員
や
賃
金
な
ど
、
詳
細
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

（
公
社
）
東
部
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
都
留
事
務
所

　

☎（
45
）３
５
０
０

引
っ
越
し
を
検
討
中
の
方
へ

　

春
は
新
生
活
の
始
ま
る
季
節
と
同
時

に
引
っ
越
し
の
依
頼
が
集
中
す
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
も
、
引
っ
越
し
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は
事
前
準
備
を
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
ょ
う
。

引
っ
越
し
の
ポ
イ
ン
ト

◎
引
っ
越
し
の
準
備
は
お
早
め
に
！

◎ 

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
「
見
積

り
」は
と
て
も
重
要
で
す
。

◎ 

現
金
や
宝
石
貴
金
属
、
預
金
通
帳
な

ど
の
貴
重
品
類
は
利
用
者
が
携
帯
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

荷
物
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
に
し
か
っ

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
農
業
科

訓
練
生
募
集

募
集
コ
ー
ス
及
び
定
員

①
果
樹
コ
ー
ス　
　
　

30
名

②
野
菜
コ
ー
ス　
　
　

25
名
程
度

③
有
機
農
業
コ
ー
ス　

５
名
程
度

訓
練
期
間　

４
月
16
日（
木
）～

　

※
９
カ
月
間

訓
練
内
容　

農
業
分
野
へ
の
就
業
に
向

け
必
要
な
栽
培
技
術
や
農
業
経
営
に
関

す
る
知
識
な
ど
の
習
得

訓
練
場
所　

県
立
農
業
大
学
校

　

（
北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
３
２
５
１
）

募
集
期
間　

２
月
28
日（
金
）ま
で

申
込
・
問
合
先　

県
立
就
業
支
援
セ
ン

タ
ー 

離
転
職
・
障
害
者
訓
練
ス
タ
ッ
フ

　

☎
０
５
５（
２
５
１
）３
２
１
０

令
和
２
年
総
会

日　

時　

３
月
４
日（
水
）19
時
～

場　

所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

※
新
規
入
会
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

左
記
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

つ
る
山
友
会
事
務
長　

鈴
木

　

☎
０
９
０（
４
１
２
９
）９
５
７
８

り
梱
包
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
パ
ソ
コ

ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
電
子
機
器
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

エ
ア
コ
ン
の
取
り
外
し
な
ど
の
付
帯

サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
す
る
場
合
に
は
料

金
を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
家
電

製
品
の
処
分
は
専
門
の
業
者
に
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

見
積
り
段
階
か
ら
変
更
が
生
じ
た
場

合
に
は
速
や
か
に
運
送
業
者
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

引
っ
越
し
後
は
速
や
か
に
荷
物
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

引
越
運
送
利
用
者
保
護
対
策
連
絡
会 

事

務
局 

関
東
運
輸
局
山
梨
運
輸
支
局

　

☎
０
５
５（
２
６
１
）０
８
８
０

２
月
は
省
エ
ネ
月
間
で
す
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講
座
・
教
室

消費生活相談 くらしの豆知識
子
ど
も
が
飲
ん
で
し
ま
っ
た
！
お
酒
の
置
き
場
所
に
注
意

事
例
１　

夕
食
後
、
家
事
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、　

家
族
が
飲
み
残

し
た
赤
ワ
イ
ン
を
10
カ
月
の
娘
が

飲
ん
で
い
た
。
少
し
顔
が
赤
く
な

り
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
病

院
に
連
れ
て
行
き
受
診
し
た
。

　
　

（
当
事
者　

10
カ
月　

女
児
）

事
例
２　

家
族
が
晩
酌
中
、
２
歳

の
息
子
に
水
を
持
っ
て
こ
よ
う
と

目
を
離
し
た
と
こ
ろ
、
飲
み
か
け

の
ハ
イ
ボ
ー
ル
が
減
っ
て
い
た
。

息
子
が
１
、
２
口
飲
ん
で
し
ま
っ

た
よ
う
だ
。

　
　
　

（
当
事
者　

２
歳　

男
児
）

ひ
と
こ
と
助
言

●
家
庭
内
で
大
人
が
飲
ん
で
い
た

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
、
子
ど
も
が

飲
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
事
故
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど

も
の
場
合
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取

量
に
よ
っ
て
は
深
刻
な
事
故
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
入
っ
た
グ

ラ
ス
や
缶
な
ど
は
、
子
ど
も
の
手

の
届
か
な
い
場
所
に
置
き
、
飲
酒

後
は
す
ぐ
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
親
族
や
友
人
な
ど
が
集
ま
っ
て

飲
酒
す
る
と
き
も
、
子
ど
も
が
一

緒
に
い
る
場
所
で
は
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
を
置
く
場
所
に
気
を
つ
け

て
、
子
ど
も
の
動
き
に
注
意
を
払

い
ま
し
ょ
う
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
飲
ん
だ
と

疑
わ
れ
る
な
ど
、
心
配
な
場
合
は

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

休
日
や
夜
間
の
場
合
は
、
こ
ど
も

医
療
電
話
相
談
（
全
国
同
一
の
短

縮
番
号
：
＃
８
０
０
０
）
で
相
談

で
き
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

子
ど
も

サ
ポ
ー
ト
情
報
よ
り
）

問
合
先
・
相
談
窓
口

市
民
課 

市
民
窓
口
担
当　

　

☎（
46
）０
１
７
０

イ
ベ
ン
ト

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
会

日　

時　

３
月
８
日（
日
）、
９
日（
月
）

　
　
　
　

９
時
～
17
時　

場　

所　

県
立
ろ
う
学
校

対　

象　

０
歳
児
～
大
学
生

内　

容　

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関

す
る
悩
み
の
相
談
、
聴
力
測
定
、
補
聴

器
の
相
談
※
保
護
者
や
教
員
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　

３
月
３
日（
火
）15
時
ま
で
に

左
記
申
込
先
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と

こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

☎
０
５
５
３（
22
）１
３
７
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
３（
22
）６
４
１
９

エ
コ
ハ
ウ
ス
サ
ロ
ン

　

市
民
、
大
学
生
、
移
住
者
な
ど
世
代

を
越
え
て
気
軽
に
語
り
合
う
「
エ
コ
ハ
ウ

ス
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
教
室

日　

時 

２
月
20
日（
木
）10
時
～
12
時

場　

所　

エ
コ
ハ
ウ
ス（
市
役
所
隣
り
）

参
加
費 

８
０
０
円

定　

員 

10
名

道
の
駅
つ
る

漬
物
祭

　

道
の
駅
つ
る
生
産
者
組
合 

加
工
品
部

会
に
よ
る
地
元
野
菜
を
使
っ
た
漬
物
の

試
食
販
売
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
茶
請

け
は
も
ち
ろ
ん
！
食
事
の
お
供
に
お
漬

物
は
い
か
が
で
す
か
？

日　

時　

２
月
23
日（
日
・
祝
）９
時
～

宮
城
県
産
牡
蠣
の
直
売
会

　

焼
き
牡
蠣
と
加
熱
用
牡
蠣
の
販
売
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
レ
ス
ト

裁
判
所
の
民
事
調
停
制
度

借
金
で
お
困
り
の
方
へ

　

無
料
の
財
務
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

借
金
で
お
困
り
の
方
に
解
決
の
た
め
の

助
言
や
法
律
の
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

受
付
時
間　

平
日　

８
時
30
分
～
12
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

問
合
先　

甲
府
財
務
事
務
所 

財
務
相
談

窓
口　

☎
０
５
５（
２
５
３
）２
２
６
１

簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日　

時　

２
月
27
日（
木
）

 

10
時
30
分
～
12
時

場　

所　

エ
コ
ハ
ウ
ス（
市
役
所
隣
り
）

参
加
費 

２
０
０
円

定　

員 

９
名

問
合
先 

生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
推
進
協
会

　

☎（
56
）７
５
１
１

ラ
ン
で
は
２
月
中
旬
よ
り
、
期
間
限
定

の
「
カ
キ
フ
ラ
イ
定
食
」、「
カ
キ
の
天
ぷ

ら
定
食
」を
販
売
し
ま
す
。

日　

時　

２
月
29
日（
土
）、

　
　
　
　

３
月
１
日（
日
）　

10
時
～

都
留
市
森
の
学
校   

ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

　

芝
生
広
場
を
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
解

放
す
る
ほ
か
、
市
内
間
伐
材
を
利
用
し

た
薪
割
り
や
加
工
品
づ
く
り
、
キ
ャ
ン

プ
用
品
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

３
月
７
日（
土
）、
８
日（
日
）

利
用
料　

１
区
画
４
、５
０
０
円

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
体
験
教
室

日　

時　

２
月
15
日（
土
）13
時
～

金　

額　

２
、９
７
０
円

味
噌
作
り
体
験
教
室

日　

時　

２
月
22
日（
土
）13
時
～

金　

額　

３
、３
０
０
円

定　

員　

10
名

２
月
の
臨
時
休
館
日

２
月
３
日（
月
）、
17
日（
月
）

問
合
先　

道
の
駅
つ
る

　

☎（
43
）１
１
１
０

中
小
企
業
退
職
金
共
済
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義援金について

　市役所などで受け付けている日本赤十字社の義援金の受付期間

は次のとおりとなります。

　令和元年度台風第19号災害義援金

　　　　　　　　　　　　　　令和2年3月31日まで

※その他の災害に係る義援金も受け付けています。

義援金受付場所

市役所、市立病院、都留文科大学、いきいきプラザ都留、各地域

コミュニティセンター、まちづくり交流センターにおいて窓口を

設置しています。

講
座
・
教
室

都留市消防署調べ（　）はその日

都留市の気象
令和元年12月 平成30年12月

10年間
の平均

最高気温
（12）

19.3℃
（4）

24.7℃
 

19.6℃

最低気温
（28）

－ 2.8℃
（31）

－ 5.5℃ － 4.9℃

平均気温 5.5℃ 5.1℃ 4.3℃

降水日数
1.0㎜以上

5日
1.0㎜以上

4日
1.0㎜以上
4.5日

降 水 量 45.0㎜ 41.0㎜ 53.0㎜

平均湿度 72％ 67％ 65％

寒い日が続くね！

うがい・手洗いをして、

風邪インフルエンザや

ノロウイルスの予防を

しっかり行おうね！

第
43
回
公
民
館
ま
つ
り

　

中
央
公
民
館
で
は
公
民
館
学
級
や
は

つ
ら
つ
鶴
寿
大
学
で
学
ん
で
い
る
方
々

の
作
品
展
・
発
表
会
や
学
級
生
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。

日　

時　

２
月
16
日（
日
）９
時
～

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

都
留
市
中
央
公
民
館

　

☎（
43
）１
４
５
１

耳
の
日
フ
ェ
ス
タ
記
念
講
演
会

日　

時　

３
月
１
日（
日
）13
時
～

場　

所　

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

　

（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
21
―
15
）

記
念
講
演　

難
聴
と
補
聴
器
、
慢
性
中

耳
炎
の
新
し
い
治
療
法
に
つ
い
て

相
談
会　

講
演
終
了
後
に
耳
鼻
咽
喉
科

の
病
気
や
難
聴
、
補
聴
器
に
関
す
る
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

問
合
先　

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨

県
地
方
部
会
事
務
局

　

☎
０
５
５（
２
７
３
）９
７
６
５

10
士
業
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
や
税
理
士
、
弁
護
士
な
ど

が
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。

日　

時　

２
月
11
日
（
火
・
祝
）
10
時
～

11
時
30
分
、
13
時
～
15
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
件
あ
た
り
30
分
を
目

安
と
し
、
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は

で
き
ま
せ
ん
。

明
る
く
元
気
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

日　

時　

３
月
２
日（
月
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

会　

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士

内　

容　

入
会
案
内
及
び
「
綾
小
路
き
み

ま
ろ
爆
笑
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ
」上
映

定　

員　

30
名

申
込
・
問
合
先　

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
５
５（
２
２
８
）８
３
８
３

ぴ
ゅ
あ
富
士

親
子
で
作
ろ
う
！
ハ
ッ
ピ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン

日　

時　

２
月
11
日（
火
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
～
13
時

対　

象　

小
学
生
ま
で
の
子
と
保
護
者

　
　
　
　

定
員
10
組

受
講
料　

１
組
１
、０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
子
ど
も
用
内
履
き

男
女
で
学
ぶ
子
育
て
支
援
講
座

子
育
て
お
金
の
お
は
な
し

日　

時　

２
月
19
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

暮
ら
し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
広
場

「
２
月
猫
の
日　

ま
ち
交
寄
席
」

　

都
留
文
大
の
学
生
と
日
本
の
伝
統
芸

能『
落
語
』を
通
し
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

２
月
22
日（
木
）13
時
30
分
～

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

定　

員　

15
名
程
度

申
込
締
切　

２
月
16
日（
日
）ま
で

セ
ン
タ
ー
内
の
会
議
室
の
使
用
時
間
・

受
付
時
間
に
つ
い
て　

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
会
議
室
な
ど
の

使
用
開
始
時
間
は
９
時
か
ら
（
会
場
準
備

含
む
）と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
利
用
の
申
込
受
付
時
間

は
９
時
か
ら
17
時
ま
で
と
し
、
交
流
セ

ン
タ
ー
内
の
各
部
屋
（
大
ホ
ー
ル
、
各
会

議
室
な
ど
）
の
入
口
及
び
正
面
玄
関
の
開

錠
も
９
時
と
な
り
ま
す
（
西
側
玄
関
に
つ

き
ま
し
て
は
従
来
通
り
と
な
り
ま
す
）。

申
込
・
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
２
１

健
康
ジ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
体
操

日　

時　

２
月
14
日（
金
）、
29
日（
土
）

　
　
　
　

11
時
～
12
時

対　

象　

高
校
生
以
上　

15
名

参
加
料　

２
０
０（
別
途
入
館
料
）

運
動
機
能
説
明
会

日　

時　

２
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

対　

象　

高
校
生
以
上　

15
名

参
加
料　

２
０
０
円（
別
途
入
館
料
）

ズ
ン
バ
教
室

日　

時　

２
月
26
日（
水
）15
時
～
16
時

対　

象　

高
校
生
以
上　

20
名

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
入
館
料
）

※
各
回
と
も
内
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

都
留
市
健
康
ジ
ム

　

☎（
45
）４
１
１
１

産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

３
月
開
講
講
座

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設（
応
用
編
）

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
機
械
設
計
の
基
礎

４
月
開
講
講
座

新
入
社
員
研
修

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

 

第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準
備
講

座〔
Ⅰ
〕

卒
業
研
究
発
表
会

　

生
産
技
術
科
・
電
子
技
術
科
の
２
年

生
が
「
射
出
成
形
金
型
の
設
計
・
製
作
」

や
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト

ホ
ー
ム
の
設
計
・
製
作
」
な
ど
、
多
彩
な

研
究
を
発
表
し
ま
す
。

日　

時　

２
月
21
日（
金
）

　
　

生
産
技
術
科　

９
時
～
、

　
　

電
子
技
術
科　

13
時
15
分
～

問
合
先　

産
業
技
術
短
期
大
学
校
都
留

キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎（
43
）８
９
１
１

対　

象　

子
育
て
中
や
興
味
の
あ
る
方

　
　
　
　

定
員
20
名

持
ち
物　

筆
記
用
具

共
通
申
込
・
問
合
先　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　

☎（
45
）１
６
６
６

会　

場　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　

（
甲
府
市
青
沼
３
―
５
―
44
）

問
合
先　

山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

☎
０
５
５（
２
４
４
）６
０
６
４
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市内で活躍する「人」・「団体」、市内の「出来事」
などにスポットをあて、ご紹介するコーナーです。

都留文大合唱団が全国大会で金賞及び文部科学大臣賞を受賞！
　

11
月
に
京
都
府
で
開
催
さ
れ
た
「
第
72
回

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
」
大
学

職
場
一
般
部
門
で
金
賞
及
び
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
た
都
留
文
科
大
学
合
唱
団
の

皆
さ
ん
が
市
長
へ
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
こ
れ
で
11
年
連
続
の
金
賞
受
賞

と
な
り
、
今
年
は
部
門
の
１
位
に
あ
た
る
文

部
科
学
大
臣
賞
に
も
輝
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
大
会
当
時
の
団
長
の
萱
沼
さ

ん
が
「
団
員
み
ん
な
で
よ
り
良
い
合
唱
に
な

る
よ
う
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

周
囲
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
け
た
の
で
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。」と
、
受
賞
の
喜
び
と
周
囲
へ
の

感
謝
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

都
留
文
科
大
学
合
唱
団
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
こ
れ
か
ら
も
素
敵

な
歌
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

福祉のための寄附をいただきました！
　

昨
年
12
月
に
、
２
つ
の
団
体
よ
り
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。　

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
福
祉
の
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

■都留ロータリークラブ・ガールスカウト山梨県第
10団から、福祉のために市内３カ所で募金を行った
26,663円の寄附をいただきました。

■都留仏教会から、歳末たすけあいとして市内で托
鉢を行った 165,797円の寄附をいただきました。

大学コンソーシアムつる活動報告～学生がかがやくまち・つる～
都
留
文
科
大
学

　

12
月
13
日（
金
）、 

東
桂
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
に
都
留
文
科
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
を
行
い
、
学
食
を
体
験
し
た
後
、「
大

学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
よ
う
！
」
を

行
っ
た
ほ
か
、「
体
験
授
業
講
座
」、
図
書
館

ツ
ア
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

健
康
科
学
大
学
看
護
学
部

　

健
康
科
学
大
学
の
学
生
が
、
12
月
に
与
縄

地
区
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。
学
生
に
よ
り
小
学
生
を
対
象
に
し
た

ガ
ー
ゼ
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
活
用
し
た
前
腕
部

外
傷
時
の
圧
迫
止
血
法
を
実
施
し
、
小
学
生

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
住
民
の
方
々
に
も

講
義
を
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

※
産
業
技
術
短
期
大
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
は
21
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健康科学大学「与縄地区防災訓練」
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R2.1.1現在

　男　14,845 人  （＋ 18）

　女　15,397人  （－9）

　計　30,242人  （＋ 9）

世帯数 13,207世帯（＋ 21)

※（　）内数字は、前月比

都留市の人口

わたくしたち都留市民は

　○健康で明るいまちにいたします。

　○自然を愛し、美しいまちをつくります。

　○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。

　○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。

　○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。

都留市民憲章２月の納税

第52回 都留市民初心者子どもスケート教室を開催しました！

固定資産税（第4期）

国民健康保険税（第8期）

介護保険料（第8期）

後期高齢者医療保険料

　　　　　　（第8期）

　

１
月
８
日（
水
）、
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
に

て
毎
年
恒
例
の
都
留
市
民
初
心
者
子
ど
も
ス

ケ
ー
ト
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
午
後
か
ら
は
一
転
、
快
晴
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
ス
ケ
ー
ト
を
初
め
て
す
る
と
い
う
子

ど
も
も
多
く
、
初
め
の
う
ち
は
氷
の
上
を
歩

い
て
い
る

だ
け
で
し

た
が
、
次

第
に
上
達

し
、
家
族

や
友
達
と

一
緒
に
滑

り
、
ス
ケ

ー
ト
を
楽

し
ん
で
い

ま
し
た
。

元旦マラソン大会が開催！新春の谷村地区をランナーが駆ける！
　

１
月
１
日
（
水
・
祝
）
、
谷
村
地
域
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
が
主
催
す
る
第
39

回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
は
幼
児
な
ど
も
参
加
で
き

る
よ
う
、
小
学
生
の
部
を
小
学
生
以
下
の

部
に
変
更
し
、
例
年
よ
り
も
多
く
の
ち
び
っ

こ
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
及
び
県
内
外
か
ら
５
０
０

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
堀
内
市
長
の

号
砲
で
全
８
部
門
の
選
手
が
谷
村
第
一
小

学
校
横
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
谷
一
小
か
ら
ま
ち
づ
く

り
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
上
谷
地
区
を
一

周
す
る
全
長
４
㎞
の
コ
ー
ス
を
疾
走
し
、

令
和
最
初
の
元
旦
の
谷
村
地
区
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

第18回市民俳句かるた大会が開催！子どもたちが大活躍！
　

１
月
19
日
（
日
）
、
市
民
俳
句
か
る
た
大

会
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
第
18
回
市
民

俳
句
か
る
た
大
会
が
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
幼
児
か
ら
小
学

校
高
学
年
ま
で
約
80
名
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
さ
れ
た
方
は
左
記

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

幼
児
の
部

１位 山口 祐奈

２位 藤江 真寛

３位 渡邉 美和・原田 晋太郎

低
学
年
の
部

１位 志保沢 珀

２位 雨宮 侑生

３位 志保沢 琴・佐藤 耕太

高
学
年
の
部

１位 吉村 洋士

２位 小俣 海智

３位 本庄 然
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都留市役所開庁日のご案内

　月曜日～金曜日

　　8：30 ～ 17：15（祝日は閉庁）

　水曜日は市民課・税務課のみ

　　19：00まで開庁

広報つるを

スマホへ配信！

今すぐアプリを

ダウンロード！

（iOS、アンドロイド対応）

平成31年2月生まれの元気な子ども達！

HappyFirstBirthday!

応募方法　�○ kouhou@city.tsuru.lg.jp へ送付
○広報担当へ持参

記載事項
○応募者の氏名、住所、連絡先
○お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日
○お子さんへのメッセージ※40字以内

募集中のお子さん　
　３月～５月に生まれた 1歳を迎えるお子さん
応募期限　�誕生月の前月の 13日ごろまでに

写真（データ）を提出
問合先　　総務課�法制広報担当　

☎（43）1111

山﨑　駿
しゅんた

大くん
2月10日生まれ

1歳のお誕生日お

めでとう！とって

もやんちゃで元気

な駿くん！優しく

大きく育ってね

橘　珂
か い と

惟斗くん
2月8日生まれ

あたた「か」な、あ

「い」に包まれて、

「と」びきり元気に

たくさん笑おう

箭本　岳
たける

くん
2月1日生まれ

誕生日おめでと

う！いつも元気で

楽しませてくれて

ありがとう　大好

きだよたけぴー！

外川　幹
か ん た ろ う

太朗くん
2月11日生まれ

誕生日オメデト　

これからの 1年も

元気いっぱい過ご

そうね！大好きだ

よ〜

園田　万
つ む ぎ

葵ちゃん
2月12日生まれ

元気に生まれてき

てくれてありがと

う　沢山の幸せを

感じながら思い出

一緒に作ろうね！

杉本　実
み ゆ

優ちゃん
2月12日生まれ

お誕生日おめでと

う。いつも笑顔で

元気な実優　お兄

ちゃんと仲良く健

やかに育ってね。

峯　希
そ あ

心くん
2月15日生まれ

誕生日おめでと

う！たくましくて

かわいい希心でい

てね　産まれてき

てくれてありがと

う。

花田　悠
はる

くん
2月20日生まれ

バナナが大好きな

はるくん、1才お

めでとう　いつも

優しい笑顔をあり

がとう！！

振屋　絆
は ん な

奈ちゃん
2月28日生まれ

はんちゃん 1歳の

誕生日おめでと

う！これからも元

気いっぱい大きく

育ってね

矢島　丞
たすく

くん
2月1日生まれ

たっくんお誕生日

おめでとう！いっ

ぱい食べてよく寝

て元気に大きく

育ってね

齊藤　瑛
え み

未ちゃん
2月15日生まれ

瑛未、1歳のお誕

生日おめでとう

これからもいっぱ

いの笑顔で、みん

なを癒してね♪
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